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(百万円未満切捨て)

１．平成29年３月期第２四半期の連結業績（平成28年４月１日～平成28年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年３月期第２四半期 14,422 △5.1 718 12.5 615 △11.2 470 △9.8

28年３月期第２四半期 15,201 8.1 638 3.4 693 △9.6 522 △30.6
(注) 包括利益 29年３月期第２四半期 △597百万円( －％) 28年３月期第２四半期 729百万円( 142.2％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

29年３月期第２四半期 20.12 －

28年３月期第２四半期 22.31 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

29年３月期第２四半期 30,974 22,199 71.7

28年３月期 32,162 22,937 71.3
(参考) 自己資本 29年３月期第２四半期 22,199百万円 28年３月期 22,937百万円
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年３月期 － 6.00 － 6.00 12.00

29年３月期 － 6.00

29年３月期(予想) － 6.00 12.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　

３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 31,700 3.4 1,500 12.8 1,700 26.1 1,300 41.5 55.6
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

（注）詳細は、添付資料３ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（１）会計方針の変更・会計上の見積
りの変更・修正再表示」をご覧ください。

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 29年３月期２Ｑ 23,446,209株 28年３月期 23,446,209株

② 期末自己株式数 29年３月期２Ｑ 49,103株 28年３月期 49,009株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年３月期２Ｑ 23,397,193株 28年３月期２Ｑ 23,397,296株

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開

示時点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続は終了しております。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府や日銀による経済政策を背景に雇用や所得環境の改善な

ど緩やかな回復基調が見られました。しかしながら、急速な円高の進行、中国をはじめとする新興国の景気減速

等、依然として不透明な状況のまま推移いたしました。

このような状況のもと、当社グループでは、中期３ヵ年計画の最終年度として、積極的な営業活動、各事業・各

市場のニーズに対応した新製品の開発、原価低減等についてより一層注力してまいりました。

こうした中で、当第２四半期連結累計期間の売上高は144億２千２百万円(前年同四半期比5.1％減)、営業利益は

７億１千８百万円(前年同四半期比12.5％増)、経常利益は６億１千５百万円(前年同四半期比11.2％減)、親会社株

主に帰属する四半期純利益は４億７千万円(前年同四半期比9.8％減)となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①産業用資材

工業用品部門は、国内においては前年並みの売上となりましたが、海外においては品種構成の変化により自動

車関連製品の受注が一時的に落ち込みました。制御機器部門は、液晶・半導体の製造に使用される機器の販売が

好調に推移し、売上が増加いたしました。電気材料部門は、電力・通信インフラ工事の減少により受注が減少い

たしました。

この結果、売上高は89億５千８百万円(前年同四半期比4.9％減)、営業利益は６億９百万円(前年同四半期比

2.8％増)となりました。

②引布加工品

引布部門は、一部の自動車製品の製造が海外に移管されたことにより受注が低迷いたしました。印刷材料部門

は、印刷市場の低迷、また円高の影響を受け利益が減少いたしました。加工品部門は、拡販に注力し、国内外に

おいて舶用品の受注が増加いたしましたが、利益面では他社との競合により厳しい状況が続きました。

この結果、売上高は24億７千７百万円(前年同四半期比2.5％増)、営業利益は４千３百万円(前年同四半期比

32.8％減)となりました。

③スポーツ用品

ゴルフ用カーボンシャフト部門は、ゴルフ用品市場が低迷している中、販促活動に注力し販売シェアを拡大い

たしました。また、昨年発売しました『Speeder EVOLUTIONⅡ』が好調に推移し、新製品『Speeder EVOLUTION

Ⅲ』への期待感が高まったことにより売上の増加につながりました。アウトドア用品部門は、広告宣伝活動に注

力しましたが、登山靴等の販売が低迷いたしました。

この結果、売上高は28億１千３百万円(前年同四半期比9.3％減)、営業利益は２億９千９百万円(前年同四半期

比48.0％増)となりました。

④その他

物流部門は、荷動きが低迷し売上が減少したものの、利益は前年並みを確保いたしました。

この結果、売上高は１億７千３百万円(前年同四半期比34.2％減)、営業利益は３千６百万円(前年同四半期比

1.4％増)となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第２四半期連結会計期間末の資産につきましては、前連結会計年度末に比べ11億８千８百万円減少の309億７

千４百万円となりました。負債につきましては、前連結会計年度末に比べ４億４千９百万円減少の87億７千４百万

円となりました。純資産につきましては、221億９千９百万円となり、これらの結果、自己資本比率は71.3％から

71.7％に上昇いたしました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、平成28年５月12日の「平成28年３月期 決算短信」で公表いたしました連結業績

予想に変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、これによる当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影

響は軽微であります。

（２）追加情報

　（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,149,887 4,402,643

受取手形及び売掛金 8,614,066 8,504,760

商品及び製品 2,071,319 2,171,848

仕掛品 2,008,896 2,122,139

原材料及び貯蔵品 580,761 580,566

その他 888,506 762,075

貸倒引当金 △25,835 △25,691

流動資産合計 19,287,602 18,518,341

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,007,699 3,673,451

機械装置及び運搬具（純額） 2,772,279 2,553,306

土地 3,185,455 3,178,198

建設仮勘定 664,477 855,267

その他（純額） 391,169 348,692

有形固定資産合計 11,021,083 10,608,917

無形固定資産

ソフトウエア 104,636 126,773

その他 269,178 202,667

無形固定資産合計 373,814 329,440

投資その他の資産

投資その他の資産 1,547,381 1,587,616

貸倒引当金 △67,827 △70,311

投資その他の資産合計 1,479,554 1,517,305

固定資産合計 12,874,452 12,455,663

資産合計 32,162,054 30,974,004
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,485,512 2,428,695

短期借入金 3,218,984 3,025,586

未払法人税等 125,548 138,664

賞与引当金 337,094 340,124

その他 1,310,428 1,106,588

流動負債合計 7,477,568 7,039,659

固定負債

環境対策引当金 33,738 33,738

退職給付に係る負債 1,136,420 1,098,952

資産除去債務 20,800 20,800

その他 556,348 581,837

固定負債合計 1,747,307 1,735,328

負債合計 9,224,875 8,774,988

純資産の部

株主資本

資本金 3,804,298 3,804,298

資本剰余金 3,212,485 3,212,485

利益剰余金 14,748,479 15,078,774

自己株式 △20,167 △20,210

株主資本合計 21,745,096 22,075,347

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 240,896 302,356

繰延ヘッジ損益 △5,085 △1,190

為替換算調整勘定 1,377,147 194,711

退職給付に係る調整累計額 △420,876 △372,208

その他の包括利益累計額合計 1,192,082 123,669

純資産合計 22,937,178 22,199,016

負債純資産合計 32,162,054 30,974,004
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 15,201,794 14,422,531

売上原価 11,519,862 10,766,331

売上総利益 3,681,932 3,656,200

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 219,236 237,053

給料及び手当 960,275 920,857

賞与引当金繰入額 94,262 94,345

退職給付費用 48,659 52,839

減価償却費 68,339 68,850

研究開発費 338,238 317,271

その他 1,314,533 1,246,607

販売費及び一般管理費合計 3,043,544 2,937,826

営業利益 638,387 718,374

営業外収益

受取利息 10,447 5,758

受取配当金 29,655 28,846

為替差益 22,894 ―

受取賃貸料 19,913 17,561

その他 59,945 45,217

営業外収益合計 142,856 97,384

営業外費用

支払利息 11,101 10,135

為替差損 ― 147,237

賃貸収入原価 7,129 7,622

固定資産除却損 2,759 1,102

固定資産廃棄損 24,001 ―

その他 43,060 34,064

営業外費用合計 88,052 200,163

経常利益 693,192 615,595

税金等調整前四半期純利益 693,192 615,595

法人税、住民税及び事業税 127,459 140,365

法人税等調整額 43,652 4,552

法人税等合計 171,111 144,917

四半期純利益 522,080 470,677

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純利益 522,080 470,677

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △51,836 61,460

繰延ヘッジ損益 △102 3,894

為替換算調整勘定 170,899 △1,182,436

退職給付に係る調整額 88,169 48,668

その他の包括利益合計 207,129 △1,068,413

四半期包括利益 729,210 △597,735

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 729,210 △597,735
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益及び包
括利益計算
書計上額
(注)２

産業用資材 引布加工品
スポーツ
用品

その他

売上高

外部顧客への売上高 9,418,127 2,417,490 3,102,602 263,573 15,201,794 ― 15,201,794

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― 59,541 59,541 △59,541 ―

計 9,418,127 2,417,490 3,102,602 323,115 15,261,335 △59,541 15,201,794

セグメント利益 592,917 65,267 202,505 35,723 896,413 △258,026 638,387

(注) １ セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去197千円及び各報告セグメントに配分していない全社

費用△258,223千円が含まれています。全社費用は、主に当社の総務部門、人事部門、経理部門にかかる費

用であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益及び包
括利益計算
書計上額
(注)２

産業用資材 引布加工品
スポーツ
用品

その他

売上高

外部顧客への売上高 8,958,734 2,477,071 2,813,342 173,382 14,422,531 ― 14,422,531

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― 56,159 56,159 △56,159 ―

計 8,958,734 2,477,071 2,813,342 229,542 14,478,691 △56,159 14,422,531

セグメント利益 609,734 43,858 299,640 36,238 989,472 △271,097 718,374

(注) １ セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去180千円及び各報告セグメントに配分していない全社

費用△271,278千円が含まれています。全社費用は、主に当社の総務部門、人事部門、経理部門にかかる費

用であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。
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